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せ
ん
　
く
　
し
や

近
代
医
学
の
先
駆
者

さ
い
　
と
う
　
げ
ん
　
し
ょ
う

斎
藤
玄
昌
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町
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
４
年
度
か
ら
郷
土
の
人
物
調
査
を

実
施
し
て
き
ま
し
た
と
こ
ろ
、
日
本
近
代
医
学
の
先
覚
者
た
る
人

物
を
確
認
い
た
し
ま
し
た
。

　
そ
の
人
物
こ
そ
下
野
国
に
い
ち
早
く
西
洋
医
学
の
実
施
、
普
及

に
努
め
た
医
師
・
斎
藤
玄
昌
翁
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
関
連
記
事
Ｐ
２
、
３
）

（
常
楽
寺
）



　
棄
藤
一
瓢
碑
文

家
君
諒
知
柔
栢
玄
昌
到
仕
聴
二
瓢
考

腰
二
生
下
野
羽
苅
人
以
需
著
誼
仕
我

菌
藩
主
鳥
居
公
公
給
以
十
□
至
君
最

好
學
學
無
所
不
究
窺
精
洋
籍
此
時
西

洋
之
需
術
未
遍
世
迎
有
稀
窮
理
之
説

者
則
勤
至
目
以
妖
術
君
憐
其
不
明
百

方
説
諭
之
遂
弘
種
痘
於
國
内
至
後
而

人
服
其
精
良
不
問
遠
近
来
乞
治
者
満

門
白
今
日
視
之
則
其
卓
識
非
可
恐
者

哉
天
保
甲
午
公
擢
鶏
特
需
安
政
丁
已

加
給
五
□
君
生
於
文
化
己
巳
二
月
望

没
明
治
五
年
五
月
十
一
日
享
年
六
十

四
法
溢
日
止
受
院
賢
學
亮
傅
居
士
葬

壬
生
常
楽
寺
先

明
治
六
年
五
月

　
　
　
　
　
　
義
嗣
斎
藤
元
昌
□
誌

（
解
釈
）

斎藤一瓢（玄昌）顕彰碑（常楽寺）

（顕彰碑には玄昌の功績が刻まれて

います）　左の碑文

　
父
は
諜
を
知
柔
、
通
称
を
玄
昌
と
い
い

官
職
を
辞
め
て
か
ら
は
一
瓢
と
号
し
か
。

　
下
野
国
羽
苅
村
の
出
身
で
、
医
術
で
旧

藩
主
鳥
居
公
に
仕
え
た
。
鳥
居
公
は
十
人

扶
持
を
下
さ
っ
た
。

　
父
は
大
変
学
を
好
み
、
学
ん
だ
こ
と
を

究
め
ら
れ
な
い
こ
と
は
な
か
っ
た
。
と
く

に
洋
学
に
は
精
通
し
て
い
た
。

　
当
時
、
西
洋
の
医
術
は
ま
だ
広
く
世
間

に
知
ら
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
た
め
窮

理
の
説
と
言
う
者
も
い
た
。
つ
ま
り
、
目

を
動
か
す
の
も
妖
術
に
よ
る
も
の
で
あ
る

と
い
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　
父
は
そ
の
理
解
の
な
さ
を
憐
ん
で
、
手

を
つ
く
し
て
西
洋
の
医
術
を
説
い
て
ま
わ

っ
た
。
そ
し
て
、
種
痘
を
国
内
に
普
及
さ

せ
た
。

　
そ
の
後
、
人
々
は
そ
の
態
度
を
認
め
、

-

遠
い
近
い
を
問
わ
ず
、
治
療
を
願
う
者
で

門
内
は
あ
ふ
れ
る
ば
か
り
に
な
る
こ
と
が

毎
日
見
ら
れ
る
程
で
あ
る
。

　
そ
の
卓
越
し
た
見
識
は
大
変
す
ば
ら
し

い
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　
天
保
五
年
鳥
居
公
は
侍
医
と
し
て
召
し

出
し
、
安
政
四
年
五
人
扶
持
ご
加
増
く
だ

さ
れ
た
。

　
父
は
、
文
化
六
年
二
月
に
生
ま
れ
、
明

治
五
年
五
月
十
一
日
に
亡
く
な
っ
た
。
享

年
六
十
四
歳
で
あ
っ
た
。

　
戒
名
は
「
正
受
院
賢
學
光
博
居
士
」
と

い
い
、
壬
生
常
楽
寺
に
葬
ら
れ
た
。

　
明
治
六
年
五
月

　
　
　
　
　
　
　
義
嗣
斎
藤
元
昌
日
誌

※
∵
人
扶
持
＝
米
一
日
当
た
り
四
合

つ
西洋医学年表

天
然
痘

と
「
コ

あ
げ
ら尽

言晰殆㈱言言言言言言||||| ㈲廉廉言言言言言言U
１７５４年（宝暦４年）

　　　　　　ぞうし　山脇東洋『蔵志』

　京都において死刑囚の解剖を行う

１７７０年（明和７年）

　河口信任・荻野元凱『解脱扁』

　京都において死刑囚の解剖を行う

１７７１年（明和８年）

　杉田玄白・前野良沢『解体新書』

　江戸小塚原の女屍の解剖に立会う

１７９３年（寛絞５年）

　もろくずきんだい　　　　かいししんぺん　請葛琴台・兄貴煥『解屍新編』

　日光において死刑囚の解剖を行う

１８４０年（天保11年）

　　　　　　　　　　　かいたいしょうず　斎藤玄昌・石崎正達『解体正図』

　壬生において死刑囚の解剖を行う

１８４２年（天保13年）

　緒方沢庵が大阪に解剖の社を結ぶ

１８５９年

　村田蔵六が江戸小塚原で女屍の解

　剖を行う

１７９６年（寛政８年）

　英人ジェンナーが牛療法による種痘

　を実施し成功

１８４９年（嘉禾２年）

　　・長崎では７月に牛痘接種が成功

　　　　　　ならばやしそうけん　　佐賀藩医僧林宗建による

　　・京都では９月に牛痘接種に成功

　　日野鼎哉による

　　・福井では11月に牛痘接種が成功

　　　　かさはらはくおう　　町医笠磨臼翁による

　　・犬阪ではI1月に牛痘接種が成功

　　おがたこうあん　　緒方洪庵による

　　・佐倉では12月に牛痘接種が成功

　　　　　　さとうたいぜん　　佐倉藩医佐藤巻然による

１８５０年（嘉禾３年）

　壬生では２月に牛痘接種が成功

　　　　　きいとうげんしょう　壬生藩医斎藤玄昌による

１８５８年（安政５年）

江戸では神田お玉ケ池に種宛所を開

設する
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